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ウッドマイルズフォーラム２００９ 

～森林・木材・家づくり、持続可能な循環を目指して！ 

 

日時／2009 年 6 月 27 日（土）13：00～17：30 

場所／ＡＰ浜松町 Ａルーム 

主催／ウッドマイルズ研究会 

後援／（社）大日本山林会、（社）日本建築士会連合、（社）全国木材組合連合会、（財）日本住宅・

木材技術センター、森想人、（株）茨城県南木造住宅センター、東京家づくり工務店の会、北海道

美幌町 

 
 

第１部：座談会「森林～木材～家づくり、持続可能な循環を目指して、進むべき道を語る」 

〔森  林〕箕輪光博氏／（社）大日本山林会副会長 

〔木  材〕藤原敬氏 ／（社）全国木材組合連合会常務理事 

〔家づくり〕藤本昌也氏／（社）日本建築士会連合会会長 

（司会進行）三澤文子氏／（有）MOK-msd 代表 

 

第２部：活動事例報告会「森林～木材～家づくり、連携の実践事例に学ぶ」 

①森を想う 4 人の設計者が結成した「森想人／神奈川の水源の森と都市をつなぐ活動」 

鈴木直子氏／住工房なお（株）代表取締役 

②地域の家づくりのプロが集まった「つくばスタイル木の家クラブの活動」 

中村泰子氏／つくばスタイル木の家クラブ事務局長 

③地域工務店が手を結んだ「東京家づくり工務店の会／東京森の木の家プロジェクト」 

池田浩和氏／岡庭建設（株）統括リーダー 

④持続可能な森林経営を中心とした自治体政策による「美幌発、低炭素な町づくり」 

澤畠雅俊氏／北海道美幌町経済部耕地林務グループ主幹 
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低炭素社会を実現するためには各分野の温室効果ガス削減対策だけではなく、各々が連携し

全体として持続可能な循環型社会を創ることが求められます。炭素吸収源としての森林・木材の

地産地消による輸送削減や地域活性化・膨大な炭素を固定する木造住宅など、森林～木材～家

づくりという循環は、持続可能な循環型社会において欠かせない重要な視点です。森林～木材～

家づくりという循環において、私たちは今、どのようなビジョンを持ち、どのような道を進むべきか

について、環境貢献の「見える化」および「連携」を切り口として、森林、木材、家づくりに携わる３

者による座談会、および様々な立場で今後具体的にどのようなアプローチが可能であるのかにつ

いて学ぶ活動事例報告、という 2 部構成によるウッドマイルズフォーラム 2009 を開催しました。官

公庁関係者、森林・木材・建築関係者、学生、その他一般など、総勢 63 名が集まりました。以下

にフォーラムの概要を報告します。 

 

『開会挨拶』 

『昨年より、建築という研究会の中でも川下の人間として、熊崎氏よりウッドマイルズ研究会会

長を引き継ぎました。建築の世界は耐震偽装事件以降、建築基準法や建築士法の改正に及び、

ここ数年たいへんな時代です。法律があまりにも厳格化しすぎるという意見もありますが、木造建

築物をさらに難しいものにしています。しっかりとした木造建築を手続きが煩雑化することなく作れ

るよう、法整備が求められますが、ここ１、２年は混乱状況が続くと思われます。一方で建築は本

来夢のある仕事でもあり、国交省では来年にかけて建築の基本法を作ろうという審議会が始まり

ました。建築基準法は建築の最低限の質を定めていますが、社会資本としての建築は、最低限で

はなく、質の高い物としてあるべきで、この質の高い建築とは構造等の性能だけではなく、環境問

題等、社会的要請に答えられるものであり、これらをいかに客観的に評価するかが、建築基本法

のポイントです。国と国民が協力して宣言するような法律が作られると思います。ウッドマイルズ

研究会でも、環境に着目し、皆が納得できる客観的評価（見える化）の技術を高め、普及していく

ことが目標になっています。本日のフォーラムでも様々な知見を共有して頂けたらと思います。（藤

本会長）』 

 

第１部：座談会「森林～木材～家づくり、持続可能な循環を目指して、進むべき道を語る」 

 

〔森  林〕箕輪光博氏／（社）大日本山林会副会長 

〔木  材〕藤原敬氏 ／（社）全国木材組合連合会常務理事 

〔家づくり〕藤本昌也氏／（社）日本建築士会連合会会長 

（司会進行）三澤文子氏／（有）MOK-msd 代表 
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（左より、箕輪氏、藤原氏、藤本氏、三澤氏） 

 

はじめに、各々の立場から現在の状況や課題について 

はじめに、森林、木材、建築という各々の立場から、専門や活動、現在の状況や課題について、

３名の先生方よりお話がありました。 

 箕輪さん『森林経理の視点からは、工業化による自己増殖と資源の減少という、社会が二極分

離している状況です。これからはその中間領域である資源循環社会を目指し、森林経営において

もエコロジーを含めたより広い、大きな循環の中でその価値を捉えるべきで、ウッドマイルズに象

徴される環境をはかる動きにその力があります。』 

 藤原さん『輸送環境負荷という物理的距離と、森林と消費者という心理的距離という２つの側面

において、木材利用と地球環境を考えることがウッドマイルズの目的です。ウッドマイレージが極

めて大きい日本発の運動でもあります。』 

 藤本さん『建築士会連合会の、地域材による地域住宅づくりの普及活動において、ウッドマイル

ズは一つの武器になり、書籍「環境の時代と木造住宅～地産地消の家づくりに向けて」を発行し

ました。今後講習会等を行う予定です。また一方で国の長期優良住宅の普及において、国産材利

用も含めた全建連のプロジェクトが主要な動きをしています。さらに最終的にはエンドユーザーが

理解しないと普及せず、地域材、地球環境という点を、家づくりのユーザーに理解してもらうため

に、川上川下の人達が何をすべきかが課題です。』 

 

ユーザーの盛り上がり、山側は大丈夫？ 木材の品質は？ 

設計者である進行の三澤さんより、ユーザーから木材の履歴や森林認証材への要望が増えて

きていることが指摘され、地域材をますます利用した場合、山側は大丈夫なのか？という問いか

けに対し、 

 箕輪さん『森林所有者不明の問題、および再造林が出来ない現状、という２つが現状の森林の

最大の課題であり、国や業界もそれなりの努力と成果をあげていますが、山の将来をしっかりと考

える森林認証や森林計画の制度がもっと機能しなければなりません。また頭では分かっています

が、ＣＣＶ（ｻｰｸﾙ・ﾁｪｰﾝ・ﾊﾞﾘｭｰ）が重要であるとした活動をどう展開するかなど、山から町まで具

体的にどのような連携をつくるべきかが大きな課題で、各々の関係者の情報交換もまだまだ希薄

です。』 

 藤原さん『ユーザーも供給者も木材がエコであるという認識が定着しつつあり、木材なら何でも

大丈夫なのかということが次のテーマであること、全木連の合法木材や森林認証など、消費者の

認識を裏切らないことが重要な点です。』 

 三澤さん『各性能を明示することが問われている設計業界もたいへん厳しく、リスクを負って木

材のような性能が不確かなものを使う設計者は少ないです。』 

 藤本さん『木材性能を明示する状況は二十数年前とあまり変わりません。現在取組んでいる地

域材の公共建築においても、こちらの要求と産地の認識のズレがあり、協議を重ね、工期も１年

延ばすことで何とか実現している。』 
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川上～川下の連携、山側の努力は？ 

藤本さんより、現在国が提唱しているワンストップサービスや書籍「環境の時代と木造住宅」の

事例に触れ、川上から川下までの専門化同士の情報、連携が分断されている問題や、地域で川

上と川下が連携して住まい手が納得いく家を提供するという活動は、オールジャパンでやるのは

無理があり、県や各地域単位で運動としてゲリラ的に行うこと、かつキーマンとなる人が必要で、

その一つの運動体として、また川上と川下の出会いの場として、ウッドマイルズ研究会が機能する

と良いとされました。 

 また会場参加者より、二野宮さん（新潟県）から、新潟県でもようやくカーボンオフセットやウッド

マイルズへの取組が始まりつつある現状報告や、中桐さん（山梨県）から林業現場からの意見と

して、循環利用に対する指導や人材が不足している現状が訴えられました。研究会前会長の熊

崎さんからは、CO2 削減を踏まえた木質バイオマス利用を考える際には、住宅の熱エネルギー利

用が最適である点や、日本の林業が日本の建築需要に答えられていない現状、皆で協力しなけ

ればウッドマイルズを減らすことはできないこと等が指摘されました。 

 これらに対し箕輪さんより、この問題はとても根が深いので、簡単に山側の努力が足りないとは

言えないと反論があり、『社会の要請に技術的に答えられていないと言われますが、日本の林業

の保続政策やその後の高度経済成長期の木材自由化など、過去の歴史によるところが大きく、

日本の林業技術の不足や努力して来なかったということが原因ではなく、日本の産業政策全体の

問題として捉える必要があり、常に社会全体をどう捉えるかという頭を持っていないと、技術だけ

の議論ではリスクがある』と指摘されました。 

 最後に藤本さんより、川上・川下の連携はやはりやらざるを得ず、川上・川下で連携して、実践

で戦える７人の侍のような集団を我々が作っていく必要があり、ウッドマイルズ研究会もこの一集

団であることが訴えられ、座談会は終了しました。 

 

第２部：活動事例報告会 「森林～木材～家づくり、連携の実践事例に学ぶ」 

 

①森を想う 4 人の設計者が結成した「森想人／神奈川の水源の森と都市をつなぐ活動」 

鈴木直子氏／住工房なお（株）代表取締役 

   

 

「森～川～海の生態系はひと繋がり、木を使うことが水源の森を守ります、子どもたちに伝えた

い森からのめぐみ」をキーワードに、国産材・地域材ではなく水源の森の木にこだわった、自然素

材による家づくりを手掛ける女性 4 人のグループです。 

 平成 19 年度より神奈川県では水源税が始まり、県境を越えた上流山梨の森林整備等にも使わ

れていますが、水の大切さを認識し水源の森の木を使うことで、こども達にもよい環境が残せると

いう想いから、森想人では活動を森の活動、森の遊びに徹しています。女性・母・妻であるという

一般消費者に最も近い立場であることを生かし、また自然素材の家はアトピーやアレルギー対策

もありますが、やはり衣食についてもこだわって欲しいと、住だけではなく衣食についてもこだわり、
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マクロビオティックの料理教室等も含めた出前教室を行っています。 

 山側のＮＰＯ等との連携により、水源探検や伐採・製材所の見学なども開催され、山に行くだけ

ではなく山からも家を見に来てもらう、山でも住まい手が見に来てくれることで、自分達の仕事の

価値が認められていると、そういう関係づくりを広げるべく、また森での活動を原風景としてこども

達に教えていくことで、木と暮らすことがあたりまえの世の中になるのでは、という想いで活動して

います。 

 活動をしていて神奈川のお母さん方に必ず「神奈川に木はあるの？」「木は伐っていいの？」と

聞かれるので、もっと活動を広げようと、森の入口として開催されている川崎ネイチャーフェスティ

バルに参加、そして桂川・相模川流域の木で家を作る会にも参加し、山梨の林産地との連携で、

流域の木を使ったマンションのリフォームなども手掛けています。現在は山から直接丸太を購入、

製材するという木材支給で行われていますが、リスク配分のためにも将来的には工務店も輪の中

に入れることが目標になっています。 

 その他、もりおもいびとたよりの発行や、割箸など、丸太を無駄なく使う商品開発にも関わり、割

箸工場新設の資金や協力も募っています。４人なので力不足である点と、想いばかりが先走って

しまうこともありますが、やはり想いがあってはじめて実現すると思っています。 

 

②地域の家づくりのプロが集まった「つくばスタイル木の家クラブの活動」 

中村泰子氏／つくばスタイル木の家クラブ事務局長 

   

 

つくばスタイル木の家クラブは、茨城県つくば市を拠点に、県産材による木の家づくりの情報発

信を行うため 2006 年 8 月に発足し、木の家づくりについて、いいものを選ぶための知識と選択肢

を得てもらうために、地域材や地域の職人、気候風土といった地域の力を生かして行っていくため

に、家づくりに関する各分野のプロが集まりました。 

 クラブは、木の家づくりに興味のあるエンドユーザーの方（メンバー）を中心に、木材、不動産、

建築といった各分野の専門家（サポートメンバー）が取り囲む形で、事務局を茨城住まいの情報

館（いばらきの家モデルハウス内）に設置し、専門家とエンドユーザーが直接対話のできるイベン

ト開催やメール等による情報発信を行っています。イベント活動は、家づくりワークショップ、現場

見学会、組子コースター教室、メンテナンス教室、緑のカーテンづくり、森林見学会などで、今年か

らは家を建てた人をメインに植林ツアーが始まっています。茨城県は北部に優良な木材産地があ

るにも関わらず、県南部ではそのことすら知らず、神奈川と同様に「山梨に木があるの？」というこ

とが一般的です。県内の木材流通も無い現状に対して、活動を重ねる毎に繋がりをつくり、木材を

購入できるようになってきています。 

 県産材住宅の事例は、茨城県より茨城住まいの情報館としての認定を受け、様々な情報発信

が行われている「いばらきの家モデルハウス」や、県の指導も受けながら開発を進めてきた地域

適合住宅「つくばスタイルいばらきの家（児玉先生監修）」などがあり、構造材、仕上材は全て茨城

県産のスギ、ヒノキで、パッシブデザインも取り入れています。県産材を使って環境に貢献できる
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なら使いたいというお客様がたくさんいて、100％県産材で建ててもらっています。また、超長期優

良住宅先導的モデル事業に採択された「大樹のめぐみ超長期モデル」は、７寸の茨城県産の通し

柱を使い木材を多く使うこと、また、家づくりへの参加を促すしくみとして木の家クラブの活動への

参加、技術の伝承のための親子または師弟関係の２世代の大工さんに建ててもらうことが条件に

なっています。 

 県産材を産直で使ってきて見えてきた課題は、品質が安定しないこと、及び小規模な工場が多く

乾燥機が無い（時間がかかる）ことで、小規模かつ短期間の備蓄倉庫を整備し、小規模業者の協

働だからこそ出来る、現場の意見を取り入れたオリジナル部材の供給も始まっています。運営協

議会による県産材認定シールのラベリングも行い、倉庫自体に木材の情報ステーションとしての

機能も備えています。山～木材～建築～ユーザーという情報ネットワークを強化し、エンドユーザ

ーが実際に求めているものを提供できるように、その中心として「つくばスタイル」木の家クラブが

機能するよう努めていきたいと思います。 

 

③地域工務店が手を結んだ「東京家づくり工務店の会／東京森の木の家プロジェクト」 

池田浩和氏／岡庭建設（株）統括リーダー 

   

 

岡庭建設は東京都西東京市で「みんなでつくる家」をブランドとして、特に設計に力を入れ、木

材の材料強度も確認しながら自社で構造計算もしています。また住まい手を喚起するための家づ

くり学校にも取組み、様々な課題に対して住まい手と一緒に作っていくというユーザーとの交流も

大切に、ブログ等も通じた岡庭ファミリーを作っています。 

 東京家づくり工務店の会は、「品質の良い家を造り、守り、技術・職人の永続性を図り、健全な経

営で存続していくこと」、「契約前と契約後の言動に非対称性のないこと」「一定レベル以上の工務

店の連携で内外に啓蒙活動をしていくこと」を理念に、昨年 9 月に各々高い実力を持つ、創建舎、

参創ハウテック、田中工務店、岡庭建設という東京の工務店４社が集まって発足し、４社各々の

異なる立地から東京全体をカバーしています。SAREX（住環境価値向上事業協同組合）、自立循

環型住宅研究会、ウッドマイルズ研究会等、様々な勉強会にも共通して参加していて、４社で各々

の工務店を評価し合うことで各々の信頼性を向上させる集まりを作ろうと言っていたことや、長期

優良住宅モデル事業へ挑戦しよう、ということが会の発足のきっかけです。その他、OZONE 家づく

りサポートシステム、ザ・ハウス、という施主とのマッチング会社や全建連にも参加しています。 

 東京家づくり工務店の会では、互いの社員・職人・現場の交流、共有によりお互いの進歩やスム

ーズな工事、メンテナンスを促す、万一１社が倒産してもグループで家守りを継続する、山側と連

携し林業の活性化や地球環境へ配慮する、ということを目指し、①日本の森、東京の森の活性化

（多摩産材を使った地産地消）、②インターンシップ（工務店・職人の存続、小学生に対するキャリ

ア教育）、③住宅技術・設計力・施工力向上（勉強会、講師活動）、④家守りへの取組（メンテナン

ス体制・技術的担保の仕組みづくり、⑤長期優良住宅、について取組んでいます。 

 長期優良住宅先導的モデル事業に今年度再び採択された「東京／森の木の家プロジェクト２」
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は、多摩産材活用の意味と根拠の明確化、工務店としての環境配慮と環境対応力の強化、住ま

い手の省エネルギー・資源有効活用の意識を行動へ喚起、という３つの考えに基づき、「見える化」

に特化し、住まい手の理解を得るための「見える化」の手法として、ウッドマイルズ、自立循環型住

宅による評価、環境家計簿を使用しています。そしてこれらの結果をＷＥＢで公開し住まい手を喚

起する仕組みをつくっています。また家守りロードマップ（修繕費用の計画）や、４社による独自の

完成保証制度の確立、家歴タイムカプセルによる住宅記録保存などの取組もあります。 

 集まった以上は本気でやろうと毎月定例を行い、ホームページや冊子も作成しています。一番

大事なのは住まい手に伝えることです。ウッドマイルズについてもまずはつくり手が使っていくこと

が大事で、その波及効果で住まい手に伝えていくことが大事です。東京家づくり工務店の会も積

極的にセミナーを開催し住まい手に直接伝えています。まだ１年経たない会ですが、多くの問い合

わせをもらっていて、波及効果がでて来ています。 

 

④持続可能な森林経営を中心とした自治体政策による「美幌発、低炭素な町づくり」 

澤畠雅俊氏／北海道美幌町経済部耕地林務グループ主幹 

   

 

北海道東部の美幌町は、航空の利便性も高く観光や農業が盛んな地域です。美幌町では幅広

い低炭素な町づくりへの取組を行っています。美幌町は人口約２万２千人、森林率 62％、カラマ

ツ・トドマツの人口林率が約 62％の町です。ＦＳＣ森林認証および流通過程のＣｏＣ認証を取得し、

循環型の森林づくりに取組むと共に、間伐材によって住宅を建設し、端材は木質バイオマスとして

利用するという木材の自給自足構想に基づき、住宅では美幌町産材活用住宅認定基準をつくっ

ています。 

 北海道の北の木の家制度（ＪＡＳ認定による構造材）、及び北方型住宅制度（住宅の性能担保）

を利用して、地域材を使うだけではない基準が設けられ、町による助成や地元金融機関の協力に

よる利子軽減もあります。木材の全ての流通過程が町内で、かつＣｏＣ認証を取得していることや、

1 ㎡あたり 0.1m3 の木材使用量かつ 10m3 以上の使用が条件になっています（助成は 1m3 あたり

3 万円、かつ上限 75 万円までとなっています）。平成 19 年度の制度開始移行、住宅個数、町産

材利用量ともに、年々増加しています。町産材活用住宅による CO2 削減効果については、ウッド

マイレージ CO2 及び高気密高断熱による環境負荷低減として、１件あたり灯油消費量換算で年

間 18140 リットル分と試算しました。 

 また、国の補助事業も展開しています。昨年度の 21 世紀環境強制型モデル住宅（環境省）では、

ＦＳＣ認証地域材の使用、ウッドマイレージＣＯ２の低減、温度差や雪氷熱などのローカルエネル

ギーの活用などを盛り込んだモデル住宅の提案が採択され、一方で地域住宅モデル普及推進事

業（国交省）では、美幌．木夢クラブ（びほろどっとこむくらぶ）による５棟のモデルハウス計画

（BIHORO.COM ECOLAND～GUEST）が採択されています。さらに、建築用材以外の木の利用に

ついても、チップやペレットとして積極的に資源化する試みを行っています。 

 山づくりの方でも、エアドゥの航空により排出されるＣＯ２を森林で吸収する取組や、美幌町を含
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めた北海道４町（美幌町、下川町、足寄町、滝上町）による坂本龍一氏代表の more Trees との協

定（間伐オフセットの試み）など、カーボンオフセットを中心とした企業等の参入が進んでいます。

昨年のＪ－ＶＥＲ策定以前からの武蔵工業大学の学生さんとの、美幌町の森林管理を利用したオ

フセットプロジェクトも展開し、その他、木質ペレットストーブや太陽光発電の普及、バイオディーゼ

ルの実証試験、こども達への木育、公共施設への地域材活用など、幅広く展開しています。 

 

質疑応答・コメント 

会場からは、「地域材を使う上で最初のハードルとなるのは品質であり、含水率やヤング係数

は確保できているのか」という意見や、「民間レベルでは積極的な取組がたくさんあってすごいと

思うが、公共施設についてはやはり工期がとても厳しく、建築サイドの理解が足りない。行政の中

で、森林～木材～建築の連携を図り、単年度発注というやり方を見直して欲しい。工期を無視した

昨今の国の補助事業のやり方も改めて欲しい」等の意見が出ました。 

 行政関係の参加者からは「全ての自治体がそうではなく、努力している自治体もある」、「今回の

フォーラムのテーマを進める上でも、国の行政との連携は重要であり、長期優良住宅などの住宅

政策においても、国産材利用など、省庁間の連携が図られつつあるので、今後も行政との対話に

努めて生きたい」との声も上がりました。 

 一方で、「影響力の大きな長期優良住宅の採択において地域材はどのような扱いなのか？」と

いう質疑も展開されました。 

最後に、第一部講師の方々から、 

「皆さんの積極的な活動に感心しました。また行政の話しでは、国交省では地域材、ウッドマイル

ズ等の認知度が高まっているが、環境省では地域材の認知度が低いようにも感じました。（三澤）」 

「中央も都道府県も行政は環境に対して今後力を入れていくので、ウッドマイルズの関係者の協

力も得つつ、行政との関係を積極的に作っていけたらと思います。また地域材の利用について、

施主にどのように理解されていくのか、具体的な現場の話もまた伺いたいです。（藤原）」 

「長期優良住宅はこれまでの住宅のつくり方へのアンチテーゼとして、とても期待しています。これ

が日本の文化や地域を支え、同時に山を支えることに繋がると思います。４名の方々の熱心な活

動にも感動を覚えました。ウッドマイルズという尺度や、事例にもありました技術の継承への取組

などは、森林認証と結びついて持続可能な森づくりに展開すべきものだと思います。今の社会の

ように未来を割引くのではなく、将来の価値を割引かずに保続するということ、またそれを保証す

る制度を行政が作らなければならない、単年度ではなく何十年という事業を作っていかなければ

ならないと思います。（箕輪）」 

というコメントを頂き、フォーラムは終了しました。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


